
南区ボランティアセンターだより

no.30
南区ボランティアセンター

南区浦舟町3-46 浦舟複合福祉施設8階
Tel. 260-2531  Fax. 251-3264

◆開館：年末年始をのぞく午前9時～午後5時♦
　（日・祝祭日も開館しております）
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南区ボランティアセンター TEL.260-2531
問い合わせは

ボランティア入門講座
「はじめの一歩」をここからスタートしませんか？
＊日　時 ： 3 月２日（土）10時30分～12時
＊場　所 ： トモニー（南区福祉保健活動拠点）
＊参加費 ： 無料

傾聴みなみ学習会～公開講座～
「視覚障がいミニ知識と傾聴」

日　時：2 月 21 日（木）13 時 30 分～ 15 時 30 分
場　所：トモニー（南区福祉保険活動拠点）多目的研修室
参加費：無料
視覚障がい当事者と誘導ボランティア双方の体験談を通して、視
覚障がいに対する理解を深めるとともに、話の聞き方や会話の進
め方について学びます。
アイマスク体験・白杖体験も行います。

楽しくなければボランティアじゃない！
誰でも参加でき、家族で楽しめるボランティアのお祭りです。
いっしょにボランティアの楽しさを体験しませんか？
ボランティアをはじめたいという方のための相談コーナーもあります。

まるごとみなみ
スタンプラリー
対象イベント

“世

話焼
き”プレゼント

先着3００名に
世話焼き（大判焼き）
プレゼント！

ボランティア
登録・相談

南区ボランタリーフェスタ南区ボランタリーフェスタ

販売コーナー
手芸品・作業所クッキー・

カレー・コーヒー・お好み焼き・
お弁当・東北復興支援品 等　

　　　　　　　　

来て！来て！
体験・実演コーナー

ハンディキャブ乗車・
音声訳録音体験・ミニ手話講座・

点字体験・おもちゃ病院・
網戸はりかえ体験・マジック実演・

ボランティア犬とのふれあい 等

体験！体験！

手芸品販売

動物とのふれあい

見て！見て！
活動紹介コーナー

落語・チアダンス・相模甚句・
トーンチャイム・スラブ民族舞踊・

パネル展示・ボランティア募集チラシの掲示
ボランティア登録受付・相談 等

アイマスク体験

マジックミニ講座 おもちゃ病院

こわれた
おもちゃがあったら
もってきてね！

みんなで広げよう
ささえあいの輪

●場　所 トモニー（南区福祉保健活動拠点）＆浦舟地域ケアプラザ
浦舟町 3-46 浦舟複合福祉施設 8F・1F

平成31年2月17日（日）11：00～ 14：30●日　時

4 問い合わせ：南区社会福祉協議会　TEL：260－2510

　利用者支援事業とは、子ども、保護者、妊娠している方を対象に教育・保育施設や地域の子育て
支援事業等を円滑に利用できるよう、情報提供を行い、相談にのり、支援する取組です。
　横浜市では、利用者支援事業を担当する職員のことを「横浜子育てパートナー」といいます。子育
てに関する事業や制度について横浜市の研修を修了した専任スタッフが
「南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹」に常駐しています。
　保育園や幼稚園の入園の相談、子どもの発達に関すること、2人目を出産
した際のサポートについてといった相談を受けることが多いそうです。
また、最近は、様々な支援制度がありますが、どのサービスを活用したら
いいのかわからないという方も増えています。そのような方には、じっく
りとお話を聞き、1人1人に合わせて、必要な情報や関係機関をわかりやす
く案内しています。時には、窓口の手続等に同行するといったサポートも
行っています。

　子育てをしていると、育児について不安になったり、子育てへのプレッシャーや、
生活サイクルの変化から、追いつめられるような感覚に陥ってしまうことがあり
ませんか。
　今回の社協みなみでは、そんな心配事・不安を緩和させてくれる南区内の活動に
ついて紹介します。

「はぐはぐの樹」では、他にも親子の居場所の提供や情報発信
地域のネットワークづくり等様々な支援に取り組んでいます。
　「はぐはぐの樹 交流スペース」、「はぐはぐの樹 おでかけ広場」で相談
することができます。また、電話での相談も受け付けています。
　子育て期の悩み事がありましたら、まずは、ご連絡して
みてはいかがでしょうか。

育児の不安を引き受けます。育児の不安を引き受けます。

利用者支援事業「横浜子育てパートナー」利用者支援事業「横浜子育てパートナー」

はぐはぐの樹 利用者支援事業 横浜子育てパートナー 南区専用ダイヤル
TEL：045-721-8686（火曜～土曜 9時30分～16時）
※はぐはぐの樹 休館日は、利用者支援事業（電話相談）もお休みです。

■発行日：平成31年2月1日
■発　行：社会福祉法人横浜市南区社会福祉協議会　会長大津 幸雄
〒232-0024 南区浦舟町3-46 浦舟複合福祉施設8階
Tel. 045-260-2510   Fax. 045-251-3264　Mail. tomony@minami-shakyo.jp
http://www.minami-shakyo.jp

南区承認第54号社協 みなみ

❶面… 未就学児を育児中の方へ
❷面… 井土ケ谷保育園
 交流サロン カーネーション

❸面… 南区社協からのお知らせ・ご報告

南区社会福祉協議会は、誰もが住みなれた地域で安心して暮らしていく
ために、ボランティア、福祉・保健関係者や行政の協力を得ながら地域
の福祉活動を進め、またその活動を応援する組織です。
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●「社協みなみ」の発行費は、共同募金配分金を活用しています。

南 区 社 協 か ら の お 知 ら せ ・ ご 報 告南 区 社 協 か ら の お 知 ら せ ・ ご 報 告

平成31年度
南区ふれあい助成金説明会を実施します

編集委員（アイウエオ順）　　池田昭太郎・大八木綾子・川井則子・永井正己・根本益子・藤井琴代

賛助会員にご加入いただきありがとうございました
　地域活動やボランティア活動等の一部には、行政からの
補助金や共同募金などが使われています。しかし、活動を
安定・充実させるためには、それらの財源だけでは十分で
なく、「地域ぐるみの応援」が必要となります。南区社協
では、世帯（個人）、法人・団体に賛助会員にご加入いた
だいており、平成 30 年 12 月末日現在 ●●円ものご協力
をいただきました。ありがとうございます。引き続き皆様
のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

平成30年度
日赤会費募集にご協力ありがとうございました
12 月末日現在、南区地区委員会に寄せられました会費は 
●●円です。主に区内の火災等の被害者へのお見舞金や地
域の防災活動費、国内外の災害援助活動等の資金として使
わせていただきます。

・永田みなみ台ほっとサライ
・手芸ボランティア すずらん
・大場 章雄
・六ツ川台団地 あいの会
・井土ヶ谷下二 ちとせ会
・井土ヶ谷キリスト教会フェスティバル

・神奈川ドライビングスクール
・浜けい子
・横浜太極拳同好会
・まんな
・南区三曲会
・南区役所

善意銀行寄付者�
（H30年 10月 1日～ 12月 31日）※敬称略、順不同

　南区の社会福祉向上のために尽力・貢献された方々に感
謝の意を伝えるため、南区社会福祉協議会と南区役所主催
で「南区福祉功労者感謝の会」を 11 月 14 日（水）に実施
しました。
　今年度は、14 名の個人と 8 団体の方々が受賞されました。
　授賞式後、ジャズピアニスト杉山泰さんとクラシックピ
アニスト宇治田かおるさんによるデュオ【うさくま】のコ
ンサートを楽しみ、和やかなひと時を過ごされました。

南区福祉功労者感謝の会

平成31年度南区ふれあい助成金（トモニー助成金）説明会を実施します。申し込みには、この説明会の参加を必須としま
すので、必ずご出席ください。出席者につきましては代表者や連絡担当者の方以外でも可能ですが、1 団体 2 名以内でお願
いします。（出来る限り実際に申請書を作成される方の出席をお願いします）

【対象団体】
 南区内で活動する市民活動団体、障がい当事者および家族団体。

【対象事業】
１． 複数の横浜市民を対象とする、南区内で行う地域福祉の推進

を目的とした非営利な事業。
２． 横浜市・南区、または横浜市社会福祉協議会などからの補助

を受けていない事業。
※ 親睦のみを目的とする事業、主に自助を目的とする事業は

対象外とします。
【助成の制限】
１．申込は 1団体 1事業とします。
２． 食材費・イベント等の飲食経費、個人に帰属する物品購入費

は助成対象外となります。

◆日　時：平成 31年 3 月 8 日（金）18 時 30 分～
 平成 31年 3 月 9 日（土）10 時 00 分～★
  14 時 00 分～
 平成 31年 3 月11日（月）10 時 00 分～
  14 時 00 分～●
　※★は保育あり
　※�●は新規申請者向けの説明会になります。制度について詳しく
説明します。

　※●以外は同内容の説明会になります。
◆場　所：南区福祉保健活動拠点「トモニー」　団体交流室
◆申込み： 前日までに、お電話、窓口、もしくは、FAX にて

お申し込みください。
　※定員に達した場合は、ご希望に添えない場合がございます。

◆保育コーナー、手話通訳者をご希望される方へ
　※ �3月9日（土）10時 00分～は、別室に保育コーナーをご用

意します。お子様連れの方はなるべくこの日にご参加ください。
保育コーナーの利用は、3月1日時点で6ヶ月以上のお子様
とさせていただきます。

　※�保育または、手話通訳をご利用する方々は、2月22日（金）
までにお申し込みください。

　※定員に達した場合は、ご希望に添えない場合がございます。

問合せ
南区社会福祉協議会
TEL : 260-2510
FAX : 251-3264

2

　区内の保育園では保育士の方々の専門性を活かし、地域に
お住まいの方々の子育てを支援しています。
　井土ケ谷保育園でも交流保育、育児講座、育児相談、施設
開放など、地域向けの子育て支援を実施しています。今回取
材で伺ったのは、育児講座「保育園で人気のおやつ作り」で
した。保育士と園の調理員の方が講師となって、8組18名の
親子がおやつを作りながら交流をはかっていました。おやつ
は「いももち」で、親子で一緒になって材料をこね、手にベタベタついて困った様子の子どもの顔や、
焼き上がった「いももち」を食べて満足気な子どもの表情が印象的でした。「家ではなかなか食べないのに、
今日はよく食べてくれた」とのお母さんの声もありました。
　食事のこと、言葉のことなど不安を抱える親御さんが、保育士や他の参加者と話すことで不安の軽減
につながっているようです。
　おやつ作りの前日には、井土ケ谷保育園を含む5つの保育園の合同講座「保育園の先生と一緒にあそぼう」
があり、保育士と参加者がみんなで楽しく踊ったりゲームをしたりしたそうです。
　交流保育では、地域に住む親子がクラスの活動に参加し園児と一緒に遊ぶことができます。その中で、
保育士の子どもへの関わり方や言葉がけが育児のヒントとなったり、集団の中で子どもの新たな一面に
気付いたりすることにつながる場合もあります。
　井土ケ谷保育園では定期的に園に来ていただく機会を設け、保育士と気軽に話せる環境をつくる工夫
をしています。「保護者が自信を持って子育てが出来るよう、手伝い過ぎず親子を見守りながら支えて
いくことを大切にしている」そうです。

井土ケ谷保育園

　交流サロン カーネーションは、子ども達と子育て世代、高
齢者と三世代交流の機会を設け、子育て期のママやパパが同
世代の繋がりの場としてだけでなく、子育ての先輩である高
齢者と交流する場として活動しています。
　地域見守りネットワーク活動を広げることを目的に平成24
年9月に立ち上がりました。民生委員4名、主任児童委員2名、
保健活動推進員5名とボランティア7名の18名でスタートしましたが、現在では約70名前後の登録が
あり、1回につき、10名を越える担い手が活動しています。
　毎月第1火曜日の10時から、六ツ川一丁目コミュニティハウスの2階集会室の3つの部屋の仕切り
を取り、広々とした空間で座卓や椅子など自由に座ることのできる場所を作り、更に小さなすべり台や
おもちゃの電車が広げてあったりと、自由にくつろげる雰囲気で実施しています。あえて、誕生会や
ハロウィン、クリスマス会といった特別な行事を実施せず、参加者に自由気ままにおしゃべりを楽し
んでいただくことで交流を深めてもらう工夫をしています。開始からしばらく経つとコーヒーやお茶、
お菓子が提供され、ママ達だけでなく担い手や参加されている高齢者と一緒に子ども達を見守りながら、
また直接関わりながら、それぞれが楽しまれている様でした。この雰囲気こそが、大きな魅力になって
いると感じました。
　元気な高齢者が多い地域だからこそできる交流の場。一度覗いてみてください。

六ッ川地区社会福祉協議会の実施事業

「交流サロン カーネーション」


